
歳出予算案　総額966億4,700万

総務費 13.9％

区民費 3.4％

産業経済費
0.6％

衛生費 4.8％

都市整備費
8.7％

土木費
6.8％

資源環境費
3.7％

教育費 14.2％

諸支出金 1.3％ 予備費 0.1％ 議会費 0.7％

民生費
41.8％

一人当たりの歳出額　444,520円（人口217,419人。1月1日現在）

予算委員会日程

　
文
京
区
の
人
口
は
こ
の
9
年
で
3
万

人
増
え
、約
22
万
人
。納
税
義
務
者
の
増

加
と
共
に
税
収
も
増
加
、予
算
も
過
去
最

大
の
約
9
6
6
億
円
。し
か
し
、今
後
は
、

生
産
年
齢
人
口（
働
く
世
代
）の
減
少
で

税
収
も
減
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。一

方
、”待
機
児
童
対
策
等
の
子
育
て
支
援

施
策
の
推
進
、
地
域
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構

築
、
老
朽
化
す
る
公
共
施
設
等
の
大
規

模
改
修
や
更
新
“
な
ど
、待
っ
た
な
し
の

課
題
は
山
積
で
、区
民
ニ
ー
ズ
を
的
確
に

と
ら
え
柔
軟
で
ス
ピ
ー
ド
感
の
あ
る
対

応
が
必
要
で
す
。

　
決
算
審
査
意
見
書
で
は
、
監
査
委
員

か
ら
以
下
の
よ
う
な
指
摘
が
あ
り
ま
す
。

”社
会
状
況
の
変
化
や
区
民
ニ
ー
ズ
の
動

向
に
迅
速
か
つ
柔
軟
に
対
応
し
つ
つ
、将

来
的
な
人
口
構
成
や
財
政
構
造
な
ど
中

長
期
的
な
視
点
に
立
ち
、
計
画
的
な
財

政
運
営
を
行
う
必
要
が
あ
る
。“

　
例
え
ば
、
新
設
す
る
保
育
施
設
等
は
、

将
来
的
な
子
ど
も
人
口
の
減
少
を
見
据

え
て
、
高
齢
者
福
祉
施
設
等
に
用
途
を

転
換
し
や
す
い
よ
う
に
設
計
す
る
等
、

「
計
画
的
に
」行
う
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
金
額
の
規
模
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
そ

の
使
い
方
こ
そ
が
問
わ
れ
ま
す
。「
住
ん

で
い
て
よ
か
っ
た
」
と
だ
れ
も
が
将
来
に

わ
た
っ
て
実
感
で
き
る
よ
う
な
長
期
的

視
点
で
の
、
仕
組
み
、
体
制
作
り
に
な
っ

て
い
る
か
？
　
左
記
の
視
点
で
予
算
案

を
審
議
し
ま
す
。

「�健全な財政状況に
ある」

“経常収支比率の上
昇はあるものの、基
金や地方債の年度
末残高の状 況等を
考え合わせ、健全な
財政状況にあると評
価できる。”

文京区
監査委員の見解

（H28年度決算審査）

平
成
30
年
度
予
算
案
規
模
は
、

初
の
９
０
０
億
円
超
え

H30 年度予算案事業の抜粋
■  子どもの貧困対策（塾代助成・学習支援）
■  就学援助の拡大（中学校部活動費、PTA会費）
■  訪問型病児・病後児保育利用料助成の拡充
■  医療的ケア児のレスパイト 
■  区立保育園で使用済み紙おむつ回収
■  英語体験学習事業
■  地域密着型サービス施設整備促進
■  介護人材確保・定着等支援
■  無電柱化推進
■  避難所開設キットの導入
■  備蓄物資の充実

子育て・
教育

福祉・
健康

まち
づくり

3月６、７、９、１２、１３、１４日
各１０時～１７時
シビックセンター24階第1委員会室 

区は、地域保健福祉計画で、「地域での支えあいがこれまで以上に求められ不可欠な状況にある」と分析
しています。学校は地域住民のもっとも身近な居場所として十分に多様な可能性を持っています。

学校は地域住民の文化施設
例えば、建てなおす学校は、学校図書館、音楽室、家庭科室等を学校が使用しない放課後、休日等に地
域住民に開放し、活動の場、居場所とすれば、支えあいの関係づくりに不可欠な出会いを創出する拠点に
なります。
公共施設等の予算は来年度、約
227億円、予算額の約４分の１で
す。先々の財政縮減を見据えて、
より費用対効果を高めることが
時代の要請です。公共施設等の
老朽化により大規模改修や建て
替えの時期にあたる今は、 「複合
化」により付加価値を高めるまた
とない大チャンスです。

 ぜひ、ご要望をお聞かせください↓
メール：atsukok@abelia.ocn.ne.jp
TEL：080-3027-2758

● 欠陥や不備なく制度が機能するか
● 制度のはざまで取りこぼされる人がいないか 
● 子どもの貧困による不利益を改善する政策か
● 地域で支えあえるための有効な仕掛けがあるか 
● 障害者差別解消法、LGBTガイドライン等に抵触しないか 
● だれもが差別感や疎外感を感じることなく利用できるか 
● 将来のニーズ変化で柔軟に転換できる設計になっているか

先生と子どもだけの学校から地域住民全体の文化施設へ

子どもと大人の
学習室 

学校図書館

手作りワーク
ショップ

図工室

歌や演奏で
つながる空間

音楽室
温水化して
年間開放。
介護予防も。

プール

こども食堂・
まちのカフェ

家庭科室

審議をチェックしに
お越しください！

「�厳しい財政状況に
ある」

今後も社会 保障関
係経費の増加が続く
とともに、区民施設や
学校 施設の整備等
に係る経費も増える
ことが見込まれ、厳し
い財政状況にある。 

文京区の見解
（H30年予算編成方針）

今は、 「健全な財政状況」だが、
今後、 「 厳しい行財政運営が求められ

る」…のが実状

またと
ない

？厳いし

ど
っ
ち
？

海津敦子
の視点

海津敦子
の見解

予
算
審
議
で

き
び
し
い
チ
ェ
ッ
ク
を

場
当
た
り
的
で
は
な
い
計
画
を

まちづくりの大チャンス‼︎

提案

健
全

文京区の財政
過
去
最
高
額
の
特
別
区
税
収
入

で
は
あ
る
け
れ
ど

区の財政状況に
対する印象

区民の声は…
厳しい 23.3％ 健全 17.9％

文京区調査H27年12月

Vol.17 2018年　春号文京区議会議員 無所属・会派「ぶんきょう未来」

連  絡  先 電話  ０８０－３０２７－２７５８
住所  文京区小石川4－14－24－107

電話  03－5803－1316

公式
WEB
サイト

facebook ブログ ホームページ

atsukok@abelia.ocn.ne.jp

ぶんきょう未来・議員控室

プロフィール ◆ 1961年生れ・共立女子大卒・1983年テレビ朝日入社・1992年退社・フリーで活動・2011年文京区議初当選・著書「先生、親の目線でお願いします」（学研教育出版）他
所属委員会  ◆ 文教委員会／災害対策調査特別委員会／地域包括ケアシステム特別委員会

海津敦子

区政の
相談室

学校、子育て、介護、ご近所等々、気軽に
ご相談ください。一人で、家族だけで抱
えて悩んでいると迷路へ入ってしまうこ
とがあります。あなたの「今」に間に合う
ように解決策を共に考えていきます。ご
相談に応じ弁護士とも連携します。

海津敦子新聞
 徹底的に

区民目線
の

区議会報
告

予算案を審議します！



　
文
京
区
で
は
寝
た
き
り
の
医
療
的
ケ

ア
が
必
要
な
お
子
さ
ん
に
対
し
て
、対
応

で
き
る
保
育
施
設
が
な
い
こ
と
を
理
由

に
保
育
園
の
入
園
を
断
っ
て
い
ま
す
。し

か
も
、
建
て
替
え
を
す
る
保
育
園
に
、
医

療
的
ケ
ア
児
も
入
園
で
き
る
よ
う
に
設

計
変
更
す
れ
ば
で
き
る
の
に
区
は
頑
な

に
「
行
い
ま
せ
ん
」。
理
由
は
、「
今
更
設

計
変
更
は
で
き
な
い
」だ
そ
う
で
す
。

　
保
育
園
や
幼
稚
園
、学
校
は
、保
護
者

　
政
府
は
住
み
慣
れ
た
自
宅
で
の「
み
と

り
」
を
後
押
し
す
る
方
針
。
文
京
区
内
で

要
介
護
・
要
支
援
を
受
け
て
い
る
65
歳
以

上
の
人
は「
終
末
期
を
迎
え
る
場
所
」の
希

望
は
48
・
6
％
が「
自
宅
」。次
ぐ「
病
院
」

19
・
6
％
と
大
き
く
差
が
あ
り
ま
す（
平
成

28
年
度
高
齢
者
等
実
態
調
査
）。

　「
人
生
の
最
後
を
希
望
通
り
に
過
ご
し

た
い
」
そ
れ
は
誰
も
の
願
い
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
し
か
し
、
希
望
を
叶
え
る
た

　
春
日
・後
楽
園
駅
前
再
開
発
で
は
フ
ァ

ミ
リ
ー
向
け
に
約
7
0
0
世
帯
が
入
居

す
る
の
に
対
し
、
区
が
再
開
発
事
業
組

合
に
要
望
し
た
の
は
、
0
〜
5
歳
の
60
人

定
員
の
認
可
保
育
園
の
み
。
学
区
の
学

童
保
育
や
学
校
教
室
へ
の
影
響
の
検
討

も
様
子
見
の
状
態
で
す
。

　
新
築
マ
ン
シ
ョ
ン
の
完
成
で
人
口
が

増
え
、同
時
に
待
機
児
童
も
増
や
し
て
し

ま
う
こ
と
に
。物
件
が
完
成
し
て
か
ら
で

は
間
に
合
い
ま
せ
ん
。
マ
ン
シ
ョ
ン
に
保

育
施
設
の
開
設
や
学
童
保
育
・
学
校
教

室
が
不
足
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
迅

速
な
整
備
を
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

抜本修理をせずお化粧直しだけの
学校快適化
Q  学校快適化事業について。
自宅であれば、雨漏りを修繕せずに室
内の壁等の表面的な内装工事を行っ
たりしない。
しかし、区は、雨漏りの改修を行わずに学校快適化事業を
行い、ある小学校は、この夏に壁を塗ってわずか1カ月半で、
校内のいたるところでこのような状況。（写真①②）
これらを区長としてどのように評価しているか？

A【成澤区長】 工事期間が長期にわたり、各種調整が必
要となる外壁改修等に優先して、快適性向上事業を推進
してきた。なお、雨漏りが発生した場合には、快適性向上
事業の実施校を含め、早急に原因を特定し、適切に対応す
ることで、子どもたちの教育環境を整えていく。

海津の考え
雨漏りの外壁改修等の工事と学校快適化工事を同時に
行うことは十二分に可能。綺麗になった壁を雨漏りの度に
修繕するのは税金の無駄使い。

夜間・休日保育ニーズ対応で
子育て支援を
Q  夜間保育、休日保育を必要とする家庭がある現状があ
る。23区中、夜間保育６区、休日保育は13区で実施。子育
て支援の観点からもニーズがあり実施が必要。年末保育
のような実施方法もある。伺う。

A【成澤区長】 子育て中の保護者の働き方の見直しを含
む、ワークライフバランスの確保が重要と考える。キッズ
ルームシビック等、夜間・休日に利用されている。現在、待
機児童解消のため、限られた保育士を有効に活用し、認可
保育園等の充実を最優先として進めており、保育園におい
て、夜間・休日保育を実施する考えはない。

海津の考え
働き方を変えることが難しいからこそ、夜間・休日保育の
ニーズがある。キッズルームシビック等はあくまでも一時預
かり施設。子どもの最善の利益を考えるなら夜間・休日に
安全・安心に過ごせる保育園を整備すべき。

地
域
社
会
で
支
い
合
え
る

仕
組
み
を

在
宅
医
療
・
介
護
は

家
族
ケ
ア
が
前
提
⁉
︎

こ
の
ま
ま
で
は
…

絶
対
に
置
き
去
り
に

で
き
な
い
「
保
育
の
質
」

医
療
的
ケ
ア
児
を

「
待
機
と
い
う
名
の
排
除
」

　
保
育
園
を
増
や
し
て
い
く
等
、
受
け
皿

と
し
て
の
「
量
」
の
確
保
の
緊
急
性
が
叫

ば
れ
る
中
で
、
絶
対
に
置
き
去
り
に
し
て

は
い
け
な
い
の
が
「
保
育
の
質
」。
そ
の

「
量
」と「
質
」両
方
の
確
保
と
好
循
環
を

生
む
一
手
が「
保
育
士
の
待
遇
改
善
」で

す
。
待
遇
改
善
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
質

の
高
い
人
材
を
確
保
し
、一
人
ひ
と
り
の

子
ど
も
と
向
き
合
い
、
手
が
か
け
ら
れ
る

ゆ
と
り
、子
ど
も
個
々
の
身
体
・
心
理
・
発

達
を
理
解
す
る
専
門
性
、
適
切
な
判
断
・

対
応
が
で
き
る
経
験
が
保
育
士
に
蓄
積

さ
れ
、結
果
、保
育
の
質
が
向
上
す
る
、と

い
う
好
循
環
が
生
ま
れ
ま
す
。区
に
待
遇

改
善
を
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

め
の
制
度
も
、「
家
族
で
支
え
る
」ケ
ア
が

前
提
で
は
、
単
身
や
夫
婦
だ
け
の
高
齢

者
世
帯
の
増
加
か
ら
成
り
立
た
な
く
な

り
ま
す
。
ま
し
て
、
介
護
で
き
る
家
族
が

い
て
も
、
介
護
離
職
、
介
護
の
孤
独
、
介

護
う
つ
…
等
々
の
問
題
も
あ
り
、介
護
す

る
側
が
自
分
の
人
生
で
何
か
を
あ
き
ら

め
た
り
犠
牲
に
な
る
こ
と
な
く
生
き
が

い
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
な
社
会
の
支
え

が
必
要
で
す
。自
宅
で
最
期
を
迎
え

た
い
と
い
う
根
強
い
希
望
を
支
え

る
た
め
に
は
、
公
的
な
医
療
・
介
護

サ
ー
ビ
ス
が
連
携
を
強
化
し
、一
体

と
な
っ
て
地
域
社
会
で
介
護
す
る

制
度
、
仕
組
み
づ
く
り
を
文
京
区

で
も
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

と
違
い
、
勤
務
時
間
内
で
、
看
護
師
や
保

育
士
等
の
医
療
・
福
祉
・
教
育
が
チ
ー
ム

に
な
っ
て
子
ど
も
と
関
わ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
医
療
的
ケ
ア
児
も
、
様
々
な
子
ど

も
、
大
人
と
出
会
い
、
育
つ
た
め
に
施
設

の
ハ
ー
ド
面
を
整
備
す
べ
き
で
す
。

　
保
育
園
・
幼
稚
園
、
学
校
の
場
か
ら
、

医
療
的
ケ
ア
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
理

由
で
排
除
す
る
こ
と
は
、
行
政
に
よ
る

「
差
別
」で
す
。誰
も
排
除
し
な
い
社
会
を

め
ざ
す
た
め
に
も
、
医
療
的
ケ
ア
児
も
当

た
り
前
に
入
園
で
き
る
よ
う
に
環
境
整

備
を
求
め
て
い
き
ま
す
。

　
子
供
の
貧
困
対
策
に
関
す
る
大
綱（
厚

生
労
働
省
）
で
は
、「
学
校
を
子
供
の
貧

困
対
策
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
位
置
付

け
る
」と
し
て
お
り
、
学
校
教
育
に
よ
る

学
力
保
障
を
第
一
に
掲
げ
て
い
ま
す
。

　
も
ち
ろ
ん
、貧
困
家
庭
に
限
ら
ず
ど
の

引き続きチェックしていきます

水害・ハザードマップを
軽く見ている？

〜議会での海津の質問と区長の答弁〜

柳町小学校の建て替えは、ハザー
ドマップで浸水が想定される一
階に職員室を設置する設計。理
由は「屋外運動場等の見通しが
良く、校内移動に便利な位置が
重要」と。職員室は、重要書類や
OA機器等が集積され、被災時
には避難所の管理運用拠点にな
る場所です。職員室は2階に変更
すべきです。現に区立小学校20
校中12校では２階にあります。

区立保育園はこれまで4、5歳児が主体的に遊びを選べるよう
に1階に保育室を配置してきました。ところが、最近の建替え
では、1、2歳児の保育室を1階に配置するように変わりまし
た。理由は、水害時にすぐ避難できるからとのこと。しかし、水
害時こそ上に逃げる垂直避難が重要です。1、2歳児こそ2階
にすべきです。

ど
を
集
め
て
教
員
が
授
業
に
使
え
る
よ

う
に
し
た
り
す
る
サ
ポ
ー
ト
機
能
も
、
学

校
図
書
館
司
書
が
本
来
行
う
べ
き
重
要

な
役
割
の
1
つ
で
す
。

　
学
習
指
導
要
領（
総
則
）で
も
、

　「
学
校
図
書
館
を
計
画
的
に
利
用
し

そ
の
機
能
の
活
用
を
図
り
、児
童（
生
徒
）

の
主
体
的
、
意
欲
的
な
学
習
活
動
や
読

書
活
動
を
充
実
す
る
こ
と
」と
さ
れ
て
い

ま
す
。 

提
案
２	

 

子
ど
も
・
保
護
者

	

ア
ン
ケ
ー
ト
の
外
部
委
託
化

　
文
科
省
の
「
学
校
現
場
に
お
け
る
教

職
員
の
業
務
実
態
の
把
握
」
の
実
態
調

査
に
よ
る
と
、「
児
童
・
生
徒
、保
護
者
ア

子
ど
も
に
と
っ
て
も
必
要
な
こ
と
。で
も

教
員
は
多
忙
で
研
修
に
も
参
加
で
き
ま

せ
ん
。

提
案
１	

 

学
校
図
書
館
司
書
を

	

週
5
日
の
常
勤
化
に

　
教
材
と
し
て
使
え
る
図
書
や
資
料
な

教
員
の
働
き
方
改
革
を

ン
ケ
ー
ト
の
実
施
・
集
計
」
業

務
に
小
中
学
校
教
諭
の
約
7

割
が
負
担
を
感
じ
て
い
ま
す
。

必
ず
し
も
教
員
が
や
ら
な
く
て

は
な
ら
な
い
業
務
で
は
な
く
、 

教
員
に
読
ま
れ
る
こ
と
で
率
直

に
回
答
し
に
く
い
等
、
外
部
に

委
託
す
る
方
が
良
策
だ
と
思
い

ま
す
。児童・生徒、保護者

アンケートの実施・
集計

業務の負担感

69.3%

67.2%

小学校
教員

中学校
教員

保育園 1、２歳児が 1 階に！？

教育

教職員がすべき職務の見直しと分業体制化を！

認可保育園
0～5歳児定員
約１,６００人増

０～５歳児人口
約２,１００人増

5
年
間
で

学
校
教
育
が
試
さ
れ
る

子
ど
も
の
学
力
保
障

防災

保育園の新設で

教
員
の
専
門
性
を
向
上
し 

質
の
高
い
授
業
を

待
機
児
童
問
題
　

後
手
に
回
ら
な
い
施
設
整
備
を

子育て

高齢者
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